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渚和瘍ズ営林署 カ定設地験実林造 ド
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分類llMは 造林実験営林,1運営要綱12.(3)、 tfl、 により大男Uし更に分類Tr号 間で細1'uす る。
設定個所見取図は2万分の1の 11業 図で実験地およびプロツトの設定状況が

'111に

わかる租llとする。

既設造|卜地に実験地を設定する場合は新他から,t育迄のrFt過 を作業lJに 1己入する。
llx木 施j把実り1の場合高林令のため施業の経紳が不り!麟(な場合は半」りlす る範囲で1己入する。

(記11要領)



や
ヽ 、 、

（ に ヽ 黛 ）

難
き

ヽ

卜 汁

秦 奏 、 、

〇
O

○
逮
き τ

、 い ズ 彗 澤 ホゞ 、 議 鰤 ）

き ヽ か も ヽ 、 ミ 　 ヽ

ミ ギ ヽ 宥 ミ 点

デヽ 　 ヽ Ｒ ゆ /

＼ ノ む ヾ ヽ ミ 嗅 だ い

/

|
・

ア

・

/
/

/

/＼
・才
/

ノミ`
や｀ ヽ A



(負 ム 裸 激 )
昭 10ょ 7年 度 技 術 開 発 実 施

報 告
書

′ヽ
森
　
　
　
題

　

一　
目
　
　
的

続

規

儀

新 化 懇
盗 常

■

一

螺 裸

レ1

発

簡

ノ;チi

l切

rtll

考F畿

|

Л第2

″ 後

ηttυ

ノ″与民

|☆

饉   受 名 数 量 l lll衝 金  晨

/―― Il

物 件 貪

役 務 費

人 件 女

言十

千 円

昇た掏耐曳劉有のテむ珂
`ズ

ギ
′
、こ/キ リ

__       (資 ワpD 当

基 々 つ嘲 岬、多ス と″4ヒ ヮ濠崚 左競 し、力たたレυИ町の外 4仏 乏劇 うと 1目 1 発
人

＼ ＼

全 体 面 実 施 選 遇

当 年 度

,〔 施 人 施 衆 1イ 會lお・■こメ澪及 1:十 開

/ヽ ′
`42こ

〃4及 :5ilttン :::ヽ _

スギ'、 し′守 ,

霧軍き衡枝
、́′メゑ

毅 らス

崚 嗜/″―
/・2赫

ニメれたι動 o燦
スーー″オふル・

篠
8-―″↓あ チ桝 」
′―― 夕寺

"雀
こ

」
2、

こ|タ

(⊇ )

と,)

■
醗
　
・・

書屁
脇
″

′
κ」員勉:1魃魂
ね |り 1ヽこ |か o々と ふ」_

′′リ カおtメ、上ク鉄おけ上牧、Jυセ

`坊 14/4し て、)bヽ

のは1↑像:',孟
たリタ`物ウ

の 風投資″序1泊高

“

隻〕ほ八く
Bく Cヮ

炊

2ヽ ヒ/キ ′りりては、1ク噴炒各2‐t4
4■オTεゾ乙爽二とて、セリ/26滋生晨σ薇
義タトプ!(ノ1 )を っとめソ、

ゅ 稼 諺 /たく女 ち り。

ィ2り じ

"ち
こ生 |・ クヽては、ハ,3、 ごの

∠いヘリ′よヽ 、ゝ

ス 処七壁調在、 ノ 」暉撃 承浮}壁1

/4 8

レ増お欲 桝 お 笙姓 瀦 ち

数
ｔ

ヌキ
ν J身 中

″
ヒ'1, ■:)

銭 ′.″ ク ヮl「

″ 霧

列ニ
ヌギ アア′ ノ|ク ′!′/ /21´ メタ

`

‐ P3` 〃 1/ 〃 ン

露
受

/‐へ
ν

ュ:タ ク ノ曖こ

ヒ/ヘ
ノ

"

ブンフ 夕|」 ノン

`

B
C

一後 のち 芝多ざれぬ
二五4´でなのオ47でス寛写
二

礼 髭 ‐



様 式
昭 和 タノ年 鷹 技 術 開 発 実 施

司:夢
書

営林署

課
　
　
　
題

獅鷲別縦 子危 礼 経 常
担

　
　
　
当

之林課
開

発

箇

所

玖

ロ
リ

″
孝
″

期
　
　
　
間

ダ ～
`θ

予

算

科

日

技

術

開

発

経  費 品    名 散 壼 撃 価 金  饉

辟記コ 自 主

物 件 費

千円

スギ翻 救術のえ明

目

　

的

恙若画面黒静・隷壺お拭生産のFゎの教網
"影

けの開発とヽ生‐長登
のオ率線者発ノトllllの里象え.

役 務 費

人 件 費
人

計 ヽ 一
・ ぃヽ、、、、ヽ ヽ

全 体 討 面 実 施 経 過
ふ魔年当

一

プ〔  施  計  画 実 施 結 果 Jffllllお
。よび普及計画

|ヨ寅年皮 52キ 2月

2.畷寅面積 負
!蹴

3.イΥ紡 ム 
θ'21Hハ

|、 Jttf兵時 1′′,本～′、2′′本手
想たし遊本板石き勉 .

メ,本市島の2/3せで層 丁
3, ″ 1/2 ″

t.枚打な亡

4,調登争項
イ1月釘 拝5
口莉 朽

i聯 |

現躯県%陽後
嗜同登t約なけてぃゎ。

〔悸鴨〕賢誦

翻 響 /Fa

l`月η 場 (|1月 )

2、 膚 高 (″ )

′.戒石商後 ( ″ )

4オ又 繰  (・  )

ζ.下教径  (・  )

スギ枚石後の戌長
バ暴量
11=, ハく3く c

イ||ギli ハくB=こ

♯′■瞳 ハ>ら

11:1::|ハ >3>c
T#虚 ハく3

巧籠編疏県
111纂准鶴
桑∵I私ま;Ifl

膳 」
=|#′腕堕鮒豊_“′__ノ
`J  

′̀
rりLi垂‐2.´ __』L_三 .1

1下枝晨| 、́タ  ン.  ノフ

詢二_高 1
ノRP 41´′ P

J_■ 1″「ο
31オ珈臓笙=__ご :´ =.″ イ■___二重_
1/2b11:吾

更lli―一
二
,1:=|ヱ1十

一
ti

止 Jll .♂

“
 1 /“ .l  rF



様式 2 昭 和 ∫ 2年 度
1術

開 発 実 施
市 菅

書

課
　
　
　
題

獅嬌
"リ

縦 滝
齢型1経:耳

担

　

　

　

当

齢 示
開

発

鶴

所

営林署

一鳩制い

期
　
　
　
間

ξ/～

`′

予

算

利

日

投

術

開

発

経   費 :枯 名 数 量 1単 価 1金  通

自 主

物 件 費

千円

ヒノャ本叉ぃ ノL朗

目

　

的

港杵画面燎締:柱通格械生産の人のの枚̈ Ffl経 と
琴 量の雅彩、経和〕生の追え .

役 務 費

人 件 費
人

計 ヽ

全 体 針 画 実 施 経 過 .当 年 度 ふ

プ

`  
施  計  画 ・ズ 施 結 果 Jflhお。ょび善及 bll蘭1をLl_'二十

ハオ支オ嶋 雀L

Ｂ

〕

“

D/千 0月わξイl■ ス巧ヒ 。

●常 惣「‖T
朝 分軍項

1月り 商
2`椀 高
夕、な打高後

(ノ ノ 月

'

( a )

( ・  )

ヒノキ板打役戌侯
l戌ま量

樹街 Л>c)3

Лり高 ハく,<ι

Fl葛 |二 Tヽフ lε

声サ|ミ景に″t現ゎ

堺在寸ぞ設
九薇

`華
f動向.

ハ1樹 商
1/2)1稿

廠
|

驚臨暉」」一‐口出中

翻
川
「
＝
「
―
―
―
―
―

胸高 ′ゞ /P,ど F/

3 樹 街 メ′

`ク

9。しイ/ ノイ /

S"〕

冽哺嘘 F∂ ′′イ∂ ∠ ′

Ｃ

内

胸 綺| だ ′t,ユ 勇
//

樹 湯 ∠と θ ′′ノ,7 22フ



Btt 10 gθ 年 度 技 術 開 発 案 it'0告 書 都城 営林署
撮式  2

‐千 力、

孝 曰ヽ
7ア ツ

期

閣

g召 10

∫/年度

0召 :0

/´ 年度

予

算

11

目

1支

術

躇 〕

発

経   警 1 品  名 数  量 単   価 金  額
千0

題

新規

男1

寝続

籠  凝

経常.特別印l 緯 学
担

当
一

m、

開

発

箇

所

目標との関連 |一 エ
初 件 青 1 調董用品

円 円工
‐
ク

殺百減猜
レ
の充朗 (スで

｀
)

役 務 胃 1現候.そ の他 ″

職

晴
曇
臨メ、 件 腎

(2■・冷 (   ´

ｓ
】
　

的

救イの″砂明、ォ広と生瑕比の関連ネオ銭|し 神
‐
J文術″メ析イじむは′ク`わ

ア

度 分

実   施     結   果 1評 価および普及計画
△ 体 言十 画 施 経 過

当 一千

il施 一□

|:バ験を多え
2萩た御髪  ′2/″イ
ス%レク/手た力発Rスギ並」障亡

3教え方法
d)雌 購 /∂οθ～/2θO春

=
想たし正を,ホtl支tF●笑う艶ら

υ)ハ ー樹葛拷 きて材難打
3-‐ ′ :々  ′

C― ‐枝打 r.‐ じ

4常日査孝頑
o)月7商直佳

o繊  巧
C)ガ山高 と直後‐
C4D tt 」長
む)下 赦 篠

多ミ験地夕攣生(解
～
ζ/与友)

(り 場封 義ス■

`1■

ホ7λ均オキ|卜班
(2)面 f黄 ∂2/″月
(3)様ギT実施 (膨第口″打ノ月)

(→ 調 葬 頑 (ご″ ハーす時皮 )

ア 生華懇諺調 社

(的高直後.臨、猥鴨 こ
,

下枚簿.)

イ,ラ市史′τkを汗11』L

|、 τ目゙ 夕頸
(|)生悉垂訓査

(2)村籐 3周 雹

2争 1査でキ尋4ご り葺 と″つ

1戒石′黄の生長
隻晨「

っ・7

月り高 (́3<σ
幕
=高

/く ら二c

キ節 島色 ハンB

濠漁 ハく巳くこ

下夕螢′′ごズlt 11

とんど″砲 ,

専二 は一躊請
「

笙手}分 tイ

`ざ

くつ

筋 』ふトロ
`211■ ら1:

崩 鋳て
゛
″～

'車

の

日役期間書 t

f〔 .

戒懇は種裁パ

衣ざ厳な 和i

ク兵劣 ,ツ誌:

下枝僣全フしνば
にラ席受Lく て 'ヽわ .

耶
壼  豪

´
曇

装 飾 どメ■′コ肩 箋多遅

ハ

731

筋  高 ど
“

ノ.メ ノ ″

'

が 高 「P/´ ′チ′ ク
“

Pク ´

救11絣笙 ´ /f

種 条
″
´

で
′ ノ?λ  ′ ′́ 2ク

下教佳 `,ノ ′ ユ

β

」
′‘

駒 需 ′ P ′メ♂

耕 動 夕/4ο ′′夕ι 47´ ′

僣 漸後 ノ ′ ノ′ブ

`J
薇 怨 ′/“ 0 ′′

`′

′2.′

fな性 /0 p`

Ｃ^

対

絢 霧 ′ ク ノ

“

_| z ノ

篇 漸 ●♪a′ fノ′′ ″,4

々 徹

滋 鍬 ′■/´ ′′

“

ο 金
`

下救径 /ジ

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形

EG-TDESK01
長方形



摂式  2 8召 和 g´ 年 度 枝 術 開 発 冥 it i,告 書
都城 営林署

凛

襲

一
Л

規

　

抗ゞ

新

　

室
継 編

経常.1寺 別51 社 幣
担

ユ
〓

之オお認

;rn

0

ロ

序I

詢うメ杖
高嵐
4ア ぃ

期

閣

B8千 0

∫/年度

F召 干0

ど∂ 年度

予

算

孝1

目

1支

術

け千1

発

経 詈 品   名 敗   足 単   価 額

目標との関連 |一 エ

物 件 青 調査用品

円 手円

`

救イT表″T夕充コ月(じ
ノキ) 役 務 署 現候.そ の他

ι

人 件 署

駐

時
曇
臨

(″少
目

　

　

的

И曝れまTの賭朔,方法と:けでとの闊立́きτた疑ケ|し、フリヒギオ気グ午の外イ:イιネ11カ ん`
r

ヽ

△ 体 言十 画
Ｌ
● 経 〕ヨ

分当 早 度

一
Ｃ 三十 画 施 結 評価および普及計画

|、 試験姥髪
2デ贅面積 θ/9″
J,メ猥タルム
(1)リメИり8零子/′りり学 áィト〔
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枝打の時期,方法と生長との関連を検討 し枝打技術の体系化をはかる。

結

果

スギ, ヒノキの枝打は,枝打に対する適応度に違いが現われた。

スギの場合………枝打によって生長勢が阻害されるが枝打の生長劣化は,対照木 との差が一年

と開かない状況であり,中で もBプ ロットでは生長格差 も半年程度の遅れで問題にならない。

む しろ枝下高が 377bに まで生長確保でき有利な方法と判断する。

ヒノキの場合……枝打によって直径生長が遅れ気味となるものの樹高生長で優位に推移 したB

プ ロットは,枝下高で もAプ ロットと遜色な く枝打高径 5 cmと いう具体 的な 目安が得 られ
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林 齢 年

胸 高 直 径 釧

樹 同 77L

んα当た り本数 本

材 積 ガ

開発経過と調査内容 昭和51年度設定

11)設 定 規 模

樹  種 面  積 作業方法 試 験 内 容

ス ギ 0.21ん a 選  木 プロットA 樹高の%ま で枝打

B ″ % ″

C 対 照 区

ヒ ノ キ 0.19れα 選  木 プロットA 樹高の1/2ま で枝打

B 樹幹径の 5mまで枝打

C対 照 区
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曖)林    況

ス ギ   昭和 40年度植栽  林齢 12年生

ヒノキ   昭和41年度植栽  林齢 11年生

2.昭和 52.53年度

枝打後の生長量は,ス ギでは枝打の高さに応 じてその低下がみ られるが, ヒノキでは今の

ところ,ま だその差が現われていない。

3.昭和 54年度

スギは枝打高により生長低下が続いているのに対 し, ヒノキは樹高生長量で枝打の高いほ

ど伸びがよく,直径生長量では逆に低下 している。

4 昭和 55。 56.57年度

スギの場合,枝打をすることで樹勢が低下 し,樹高生長 。直径生長共に影響を受け対照木

に劣 っている。

ヒノキは,樹高生長で対照本を上廻 つている。

5.昭和 58_59年度

スギー……枝打後の樹高生長が劣化 したま 推ゝ移 しているが,特に直径生長で枝下強度が

高 くなるにつれて劣化は顕著になった。

ヒノキ… …樹高生長 。直径生長の推移に変化はみ られないが,枝下高径の直径生長で Bプ

ロッ トが Aプ ロットより優勢となっており枝下高の関係を注目してみることにしたい。

6 昭和 60年度

スギは,樹高生長でA<B=Cに 変化な く,胸高で一定の格差のま ヽA<B<Cの 順で推

移 している,枝張巾が縮少の傾向にあるが, うっぺい度の影響 も考え られる。下枝の枯死が

年々増加 しほとんど枯死の状況にある。対照木の枯上 りは 20～ 30卸程度で枯死枝の落枝 も

少ない。

ヒノキは,樹高生長でプロットAの枝打翌年の落込みは一気に回復 し枝打プロット優位の

ま 推ゝ移 した。枝打枝の節は, スギ,ヒ ノキ共に巻き込みが進んでいる。

評価及び普及指導

、理想的な枝打方法は,生長と無節材を促進させることから考えて,枝打の時期を 2回に分け

て実施することが考えられる。

第 1回 目を地上高 2πまで,第 2回 目を残り2mと し,第 2回 目の時期とし′ては,ス ギで下枝

残存の半減する 5～ 6年 目が目安と考えられる。

ヒノキでは,下枝の枯死,落枝が少ないことから,一年程度早目に実施することが良材生産

を目標にしたときにメリットがあると考えられる。
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